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1. 制定の目的 
アルミニウム鋳物のポロシティー欠陥は部品の強度低下、耐圧部品の圧洩れ等の不具合を引き起こす。こ

の為、ポロシティー欠陥の管理が重要となる。本試験法にて、この有害なポロシティー欠陥の検出方法を

定める。 
 
2. 適用装置 
1) 切断機(例えば、コッターマシン、又、小物部品では手ノコ等)  
 
3. 試験法 
① ポロシティー欠陥を検出したい部位を切り出す。 
② 切り出した面を、#240 までのサンドペーパー又は、これと同等な面粗さにミーリング、旋盤加工等で、 

表面仕上げを行う。 
③ 被検面を、次の組成液、条件で腐食する。 

腐食液：10%NaOH, 液温：60～70℃, 腐食時間：通常 5～6 分 
注 1) 腐食の際、アルミと腐食液との反応で液温が上昇しやすい。液温によりポロシティー欠陥の 

程度が違ってくことがある為、温度調整用に予備の液を用意しておくなどの配慮が必要。 
注 2) 腐食時間は、通常 5～6 分であるが、アルミ合金の種類により、適宜変えることができる。 

但し、一度定めた時間は、その部品、合金の種類で、以降、一定にせねばならない。 
④ 所定の時間腐食後、水洗し、腐食液を洗い流す。この時点では試料は黒色でポロシティー欠陥観察 
⑤ CONC,NHO3で黒色面を中和、又は、ミガキ粉等で、黒色層を除去する。 
⑥ 水洗、乾燥後、ポロシティー欠陥を肉眼で観察する。 
 
<追記> 
腐食液(10%NaOH)は、アルミを、著しく腐食させるので、腐食時間を長くすると、ポロシティー欠陥を大

きくする。しかし、はじめから、ポロシティー欠陥のない部分は、いくら腐食しても、ポロシティー欠陥

のように、見えることはない。 
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